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(57)【要約】
【課題】防水キャップを用いることなく電子内視鏡を洗
浄でき、かつ電子内視鏡とプロセッサとの間における画
像信号のやりとりを高い伝送効率と少ない消費電力で行
う。
【解決手段】観察対象物を撮像して画像信号を得る撮像
部と、内部への水の侵入を防止する防水部によって表面
を構成しかつ前記画像信号の出力部を備えるコネクタ部
とを有する電子内視鏡；及び前記出力部が出力した前記
画像信号が入力する入力部と、該入力部に入力した前記
画像信号を画像処理する画像処理部と、前記コネクタ部
を着脱可能に支持するコネクタ支持部とを有するプロセ
ッサ；を備え、前記出力部は、前記コネクタ部の内部に
設けた、前記画像信号を前記プロセッサに向けて近距離
無線送信する近距離無線送信部であり、前記入力部は、
前記近距離無線送信部から近距離無線送信された前記画
像信号を近距離無線受信する近距離無線受信部である電
子内視鏡システム。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　観察対象物を撮像して画像信号を得る撮像部と、内部への水の侵入を防止する防水部に
よって表面を構成しかつ前記画像信号の出力部を備えるコネクタ部とを有する電子内視鏡
；及び
　前記出力部が出力した前記画像信号が入力する入力部と、該入力部に入力した前記画像
信号を画像処理する画像処理部と、前記コネクタ部を着脱可能に支持するコネクタ支持部
とを有するプロセッサ；
を備える電子内視鏡システムにおいて、
　前記出力部は、前記コネクタ部の内部に設けた、前記画像信号を前記プロセッサに向け
て近距離無線送信する近距離無線送信部であり、
　前記入力部は、前記近距離無線送信部から近距離無線送信された前記画像信号を近距離
無線受信する近距離無線受信部である、
ことを特徴とする電子内視鏡システム。
【請求項２】
　請求項１記載の電子内視鏡システムにおいて、
　前記コネクタ支持部による前記コネクタ部の支持状態を保持するロック状態と保持を解
除するアンロック状態とに切り替わるロック機構と、
　前記ロック機構が前記ロック状態にあるときに、前記近距離無線送信部と近距離無線受
信部の間の近距離無線通信を可能とし、前記ロック機構が前記アンロック状態にあるとき
に、前記近距離無線送信部と前記近距離無線受信部の間の近距離無線通信を不能にする近
距離無線通信制御部と、をさらに備えている電子内視鏡システム。
【請求項３】
　請求項１または２記載の電子内視鏡システムにおいて、
　前記コネクタ部の内部には、前記電子内視鏡の挿入部の先端部に設けた照明レンズに対
して照明光を供給するＬＥＤ光源と、このＬＥＤ光源の駆動電力を受信する近距離非接触
電力受信部とが設けられており、
　前記プロセッサは、前記近距離非接触電力受信部に駆動電力を送信する近距離非接触電
力送信部を備えている電子内視鏡システム。
【請求項４】
　請求項３記載の電子内視鏡システムにおいて、
　前記コネクタ支持部による前記コネクタ部の支持状態を保持するロック状態と保持を解
除するアンロック状態とに切り替わるロック機構と、
　前記ロック機構が前記ロック状態にあるときに、前記近距離非接触電力送信部と前記近
距離非接触電力受信部の間の近距離非接触電力伝送を可能とし、前記ロック機構が前記ア
ンロック状態にあるときに、前記近距離非接触電力送信部と前記近距離非接触電力受信部
の間の近距離非接触電力伝送を不能にする近距離非接触電力伝送制御部と、をさらに備え
ている電子内視鏡システム。
【請求項５】
　請求項１または２記載の電子内視鏡システムにおいて、
　前記電子内視鏡は、該電子内視鏡の挿入部の先端部に設けた照明レンズと、一端が該照
明レンズに接続し他端が前記コネクタ部の外側に突出する照明用ライトガイドと、前記コ
ネクタ部に一体的に突設した、前記照明用ライトガイドの前記他端の周面を被覆するライ
トガイドスリーブと、を備えており、
　前記プロセッサは、前記ライトガイドスリーブが差し込まれる差込接続部と、該差込接
続部に前記ライトガイドスリーブが差し込まれたときに照明用ライトガイドの前記他端に
照明光を供給する光源部と、を備えている電子内視鏡システム。
【請求項６】
　請求項１ないし５のいずれか１項記載の電子内視鏡システムにおいて、
　前記コネクタ部は、前記防水部の一部を構成する平面部を備えており、
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　前記コネクタ支持部は、前記コネクタ部を支持したときに前記平面部と面接触する平面
接触部を備えている電子内視鏡システム。
【請求項７】
　請求項６記載の電子内視鏡システムにおいて、
　前記コネクタ部は、導電性金属層と、該導電性金属層の表面を被覆して前記平面部を構
成する電気絶縁性樹脂層とを有する電子内視鏡システム。
【請求項８】
　請求項６または７記載の電子内視鏡システムにおいて、
　前記平面接触部は、防水性の電気絶縁性樹脂層からなる電子内視鏡システム。
【請求項９】
　画像信号を近距離無線受信する近距離無線受信部と、この近距離無線受信部に入力した
前記画像信号を画像処理する画像処理部とを有するプロセッサに対して着脱可能な電子内
視鏡であって、
　観察対象物を撮像して画像信号を得る撮像部と、
　内部への水の侵入を防止する防水部によって表面を構成した、前記プロセッサに対して
着脱可能なコネクタ部と、
　前記コネクタ部の内部に設けた、前記画像信号を前記プロセッサに向けて近距離無線送
信する近距離無線送信部と、
を備えることを特徴とする電子内視鏡。
【請求項１０】
　観察対象物を撮像して画像信号を得る撮像部と、前記画像信号を近距離無線送信する近
距離無線送信部を備えるコネクタ部とを有する電子内視鏡の前記コネクタ部が着脱可能な
プロセッサであって、
　前記近距離無線送信部から近距離無線送信された前記画像信号を近距離無線受信する近
距離無線受信部と、
　前記近距離無線受信部に入力した前記画像信号を画像処理する画像処理部と、
　前記コネクタ部を着脱可能に支持するコネクタ支持部と、
を備えることを特徴とするプロセッサ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子内視鏡システム、電子内視鏡及びプロセッサに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡システムは一般的に、操作部、操作部から延びる挿入部、操作部から挿入部
と反対側に延びるユニバーサルチューブ、及び、ユニバーサルチューブの先端部に設けた
コネクタ部、を備える電子内視鏡と、コネクタ部を着脱可能なプロセッサ（画像処理装置
兼光源装置）と、を具備している。挿入部の先端面には対物レンズが設けてあり、挿入部
の先端部内には対物レンズを透過した被写体像を撮像する撮像素子が設けてある。電子内
視鏡のコネクタ部にはピン端子が設けられており、プロセッサにはこのピン端子が挿抜さ
れるピン受入部が設けられていて、ピン端子をピン受入部に挿入すると電子内視鏡とプロ
セッサが接続する。電子内視鏡とプロセッサが接続した状態で撮像素子が被写体像を撮像
すると、撮像素子が生成した画像信号が電子内視鏡の内部に設けたデータ送信用ケーブル
、ピン端子、及び、ピン受入部を介してプロセッサに伝送される。そしてプロセッサが上
記画像信号を画像処理し、処理したデータに基づく画像をプロセッサに接続するモニタに
表示させる。
【０００３】
　しかし、この従来タイプの電子内視鏡システムは、電子内視鏡のコネクタ部においてピ
ン端子が露出しているため、電子内視鏡を洗浄するときにはコネクタ部にピン端子を被覆
するための防水キャップを被せなければならない。



(4) JP 2013-208187 A 2013.10.10

10

20

30

40

50

　またピン端子をピン受入部に対して繰り返し挿抜すると、ピン端子が摩耗（故障）する
おそれがある。
【０００４】
　一方、電子内視鏡からユニバーサルチューブ及びコネクタ部を省略して、互いに離間し
た電子内視鏡とプロセッサの間で画像信号を無線通信する、いわゆる携帯型（ワイヤレス
）の電子内視鏡システムが知られている。
　携帯型の電子内視鏡システムの電子内視鏡はピン端子を具備しないので、防水キャップ
を用いることなく電子内視鏡を洗浄することが可能である。
【０００５】
　しかし、携帯型の電子内視鏡システムは、電子内視鏡とプロセッサの位置関係やノイズ
の影響などの要因によって画像信号の無線伝送効率が低下するおそれがあり、これを防止
するためにはアンテナの利得（ゲイン）を大きくするといった特別な工夫が不可欠である
。また無線通信による消費電力が増大する傾向がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８－２８３７８９号公報
【特許文献２】特開２００８－２８３７９０号公報
【特許文献３】特開２００１－４５４７２号公報
【特許文献４】特許第３７１７７１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、以上の問題意識に基づいて完成されたものであり、防水キャップを用いるこ
となく電子内視鏡を洗浄でき、かつ電子内視鏡とプロセッサとの間における画像信号のや
りとりを高い伝送効率と少ない消費電力で行うことができる電子内視鏡システム、電子内
視鏡及びプロセッサを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、電子内視鏡のコネクタ部からピン端子を省略して、コネクタ部の表面を内部
への水の侵入を防止する防水部によって構成した上で、この防水部の内部に画像信号を近
距離無線送信する近距離無線送信部を設け、プロセッサに画像信号を近距離無線受信する
近距離無線受信部を設ければ、防水キャップを用いることなく電子内視鏡を洗浄でき、し
かも電子内視鏡とプロセッサとの間における画像信号のやりとりを高い伝送効率と少ない
消費電力で行うことができる、との着眼に基づいて完成されたものである。
【０００９】
　本発明の電子内視鏡システムは、観察対象物を撮像して画像信号を得る撮像部と、内部
への水の侵入を防止する防水部によって表面を構成しかつ前記画像信号の出力部を備える
コネクタ部とを有する電子内視鏡；及び前記出力部が出力した前記画像信号が入力する入
力部と、該入力部に入力した前記画像信号を画像処理する画像処理部と、前記コネクタ部
を着脱可能に支持するコネクタ支持部とを有するプロセッサ；を備える電子内視鏡システ
ムにおいて、前記出力部は、前記コネクタ部の内部に設けた、前記画像信号を前記プロセ
ッサに向けて近距離無線送信する近距離無線送信部であり、前記入力部は、前記近距離無
線送信部から近距離無線送信された前記画像信号を近距離無線受信する近距離無線受信部
である、ことを特徴としている。
【００１０】
　本発明の電子内視鏡システムは、前記コネクタ支持部による前記コネクタ部の支持状態
を保持するロック状態と保持を解除するアンロック状態とに切り替わるロック機構と、前
記ロック機構が前記ロック状態にあるときに、前記近距離無線送信部と近距離無線受信部
の間の近距離無線通信を可能とし、前記ロック機構が前記アンロック状態にあるときに、
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前記近距離無線送信部と前記近距離無線受信部の間の近距離無線通信を不能にする近距離
無線通信制御部と、をさらに備えていることが好ましい。
【００１１】
　前記コネクタ部の内部には、前記電子内視鏡の挿入部の先端部に設けた照明レンズに対
して照明光を供給するＬＥＤ光源と、このＬＥＤ光源の駆動電力を受信する近距離非接触
電力受信部とが設けられており、前記プロセッサは、前記近距離非接触電力受信部に駆動
電力を送信する近距離非接触電力送信部を備えていることができる。
【００１２】
　この場合、前記コネクタ支持部による前記コネクタ部の支持状態を保持するロック状態
と保持を解除するアンロック状態とに切り替わるロック機構と、前記ロック機構が前記ロ
ック状態にあるときに、前記近距離非接触電力送信部と前記近距離非接触電力受信部の間
の近距離非接触電力伝送を可能とし、前記ロック機構が前記アンロック状態にあるときに
、前記近距離非接触電力送信部と前記近距離非接触電力受信部の間の近距離非接触電力伝
送を不能にする近距離非接触電力伝送制御部と、をさらに備えていることができる。
【００１３】
　あるいは本発明の電子内視鏡システムは、前記内視鏡が、電子内視鏡の挿入部の先端部
に設けた照明レンズと、一端が該照明レンズに接続し他端が前記コネクタ部の外側に突出
する照明用ライトガイドと、前記コネクタ部に一体的に突設した、前記照明用ライトガイ
ドの前記他端の周面を被覆するライトガイドスリーブと、を備えており、前記プロセッサ
が、前記ライトガイドスリーブが差し込まれる差込接続部と、該差込接続部に前記ライト
ガイドスリーブが差し込まれたときに照明用ライトガイドの前記他端に照明光を供給する
光源部と、を備えていることもできる。
【００１４】
　前記コネクタ部は、前記防水部の一部を構成する平面部を備えており、前記コネクタ支
持部は、前記コネクタ部を支持したときに前記平面部と面接触する平面接触部を備えてい
ることができる。
【００１５】
　前記コネクタ部は、導電性金属層と、該導電性金属層の表面を被覆して前記平面部を構
成する電気絶縁性樹脂層とから構成することができる。
【００１６】
　前記平面接触部は、防水性の電気絶縁性樹脂層から構成することができる。
【００１７】
　本発明の電子内視鏡は、画像信号を近距離無線受信する近距離無線受信部と、この近距
離無線受信部に入力した前記画像信号を画像処理する画像処理部とを有するプロセッサに
対して着脱可能な電子内視鏡であって、観察対象物を撮像して画像信号を得る撮像部と、
内部への水の侵入を防止する防水部によって表面を構成した、前記プロセッサに対して着
脱可能なコネクタ部と、前記コネクタ部の内部に設けた、前記画像信号を前記プロセッサ
に向けて近距離無線送信する近距離無線送信部と、を備えることを特徴としている。
【００１８】
　本発明のプロセッサは、観察対象物を撮像して画像信号を得る撮像部と、前記画像信号
を近距離無線送信する近距離無線送信部を備えるコネクタ部とを有する電子内視鏡の前記
コネクタ部が着脱可能なプロセッサであって、前記近距離無線送信部から近距離無線送信
された前記画像信号を近距離無線受信する近距離無線受信部と、前記近距離無線受信部に
入力した前記画像信号を画像処理する画像処理部と、前記コネクタ部を着脱可能に支持す
るコネクタ支持部と、を備えることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、電子内視鏡が外部に露出するピン端子を具備していないので、防水キ
ャップを被せることなく電子内視鏡を洗浄できる。
　さらに電子内視鏡のコネクタ部をプロセッサのコネクタ支持部に接続すると、電子内視
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鏡の近距離無線送信部とプロセッサの近距離無線受信部が一定距離に維持された状態で無
線通信を行うので、電子内視鏡とプロセッサとの間における画像信号のやりとりを高い伝
送効率と少ない消費電力で行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の第１実施形態に係る電子内視鏡システムの全体構成を示すブロック図で
ある。
【図２】本発明の第１実施形態に係る電子内視鏡システムのユニバーサルチューブ及びコ
ネクタ部と、プロセッサとの分離状態を示す図である。
【図３】本発明の第１実施形態に係る電子内視鏡のコネクタ部とプロセッサのロック機構
を示す図である。
【図４】本発明の第１実施形態に係る電子内視鏡システムにおけるシステムコントローラ
による制御内容を示すフローチャートである。
【図５】本発明の第２実施形態に係る電子内視鏡システムの全体構成を示すブロック図で
ある。
【図６】本発明の第２実施形態の図２と同様の図である。
【図７】本発明の第２実施形態の図３と同様の図である。
【図８】本発明の第２実施形態の図４と同様のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
（第１実施形態）
　図１ないし図４を参照して、本発明の第１実施形態に係る電子内視鏡システムについて
説明する。図１、図２に示すように、本実施形態の電子内視鏡システムは、電子内視鏡１
００と、プロセッサ２００とを備えている。
【００２２】
　まず電子内視鏡１００の構成について説明する。図１、図２に示すように、電子内視鏡
１００は、操作者が把持する把持操作部１０１と、この把持操作部１０１から延出する可
撓性のある挿入部１０２と、把持操作部１０１から挿入部１０２と反対側に延出するユニ
バーサルチューブ（可撓管）１０５と、ユニバーサルチューブ１０５の先端に設けたコネ
クタ部１０６と、を有している。挿入部１０２の先端部は先端硬性部１０２ａにより構成
してあり、その直後は管状の湾曲部１０２ｂとなっている。湾曲部１０２ｂは把持操作部
１０１に設けた湾曲操作レバー（図示せず）によって湾曲するものである。先端硬性部１
０２ａの先端面には、対物レンズ１０３と、照明光を射出する照明レンズ１０４とが設け
られており、先端硬性部１０２ａ内には対物レンズ１０３を透過した観察対象物像を撮像
する撮像素子（撮像部）１０３ａが設けられている。
【００２３】
　ユニバーサルチューブ１０５の先端に設けたコネクタ部１０６の外形は、内部への水の
侵入を防止する防水部（防水カバー）１０７によって構成してある（防水部１０７によっ
て内部空間が完全密閉されている）。より具体的に防水部１０７は、図２に示すように、
本体部１０７ａと、この本体部１０７ａに接続する導電性金属層１０７ｂと、この導電性
金属層１０７ｂの表面を被覆する電気絶縁性樹脂層（平面部）１０７ｃとからなる。
【００２４】
　コネクタ部１０６（防水部１０７）の内部には、信号ケーブル１０８を介して撮像素子
１０３ａと接続された近距離無線送信部（出力部）１０９が設けられている。この近距離
無線送信部１０９は、ＲＦ出力部及び無線アンテナなどからなり、撮像素子１０３ａから
信号ケーブル１０８を介して送られてきた画像信号に所定の信号処理を施した上で、プロ
セッサ２００に向けて近距離無線送信する。
【００２５】
　コネクタ部１０６（防水部１０７）の内部には、近距離非接触電力受信部１１０と、こ
の近距離非接触電力受信部１１０からの駆動電力によって照明光を発するＬＥＤ光源１１
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１と、このＬＥＤ光源１１１が発した照明光を反射するミラー１１２とが設けられている
。
【００２６】
　なお、ミラー１１２は必須の構成要素ではなく、ミラー１１２を省略して、ＬＥＤ光源
１１１が発した照明光を直接的に照明用ライトガイド１１３に導く態様も可能である。
【００２７】
　本実施形態の電子内視鏡１００は、近距離無線送信部１０９と近距離非接触電力受信部
１１０がコネクタ部１０６（防水部１０７）の内部に位置している（コネクタ部１０６の
外部に露出するピン端子を具備しない）。そのため、電子内視鏡１００を洗浄する場合は
、コネクタ部１０６に専用の防水キャップを被せることなく、電子内視鏡１００を丸洗い
することができる。
【００２８】
　続いてプロセッサ２００の構成について説明する。プロセッサ２００は、図２、図３に
示すように、電子内視鏡１００のコネクタ部１０６を着脱自在に支持するコネクタ嵌込凹
部（コネクタ支持部）２０１を備えている。このコネクタ嵌込凹部２０１の底部は防水性
の電気絶縁性樹脂層（平面接触部）２０２となっている。コネクタ部１０６をコネクタ嵌
込凹部２０１に嵌め込むと、コネクタ部１０６の電気絶縁性樹脂層（平面部）１０７ｃと
コネクタ嵌込凹部２０１の電気絶縁性樹脂層（平面接触部）２０２とが面接触する。図２
では、電気絶縁性樹脂層１０７ｃと電気絶縁性樹脂層２０２を見やすくするために、コネ
クタ部１０６をコネクタ嵌込凹部２０１に嵌め込んでいない状態を描いている。
【００２９】
　図１に示すように、プロセッサ２００は、コネクタ嵌込凹部２０１（電気絶縁性樹脂層
２０２）の直後に位置させて、ＲＦ入力部及び無線アンテナなどからなり、電子内視鏡１
００の近距離無線送信部１０９から近距離無線送信された画像信号を近距離無線受信する
近距離無線受信部（入力部）２０３を備えている。電気絶縁性樹脂層１０７ｃと電気絶縁
性樹脂層２０２が面接触しているときの近距離無線送信部１０９と近距離無線受信部２０
３との間の近距離無線通信距離は、例えば数センチメートル程度の極短距離となる。この
ため、アンテナの利得（ゲイン）を大きくするといった特別な工夫を施すことなく、電子
内視鏡１００からプロセッサ２００への画像信号の送信を高い伝送効率かつ少ない消費電
力で行うことができる。
【００３０】
　プロセッサ２００は、近距離無線受信部２０３が近距離無線受信した画像信号を画像処
理する画像処理部２０４を備えている。より具体的に画像処理部２０４は、画像信号をＡ
／Ｄ変換するＡ／Ｄ変換部２０４ａと、Ａ／Ｄ変換後の画像信号に色補正などの信号処理
を施す信号処理部２０４ｂと、信号処理後の画像信号をＤ／Ａ変換するＤ／Ａ変換部２０
４ｃとを有している。画像処理部２０４によって画像処理された画像データは、プロセッ
サ２００に接続したモニタ（図示略）に出力されて表示される。
【００３１】
　プロセッサ２００は、コネクタ嵌込凹部２０１（電気絶縁性樹脂層２０２）の直後に位
置させて、電子内視鏡１００の近距離非接触電力受信部１１０に駆動電力を送信する近距
離非接触電力送信部２０５を備えている。電気絶縁性樹脂層１０７ｃと電気絶縁性樹脂層
２０２が面接触しているときの近距離非接触電力送信部２０５と近距離非接触電力受信部
１１０との間の近距離非接触電力伝送距離は、例えば数センチメートル程度の極短距離と
なる。このため、プロセッサ２００から電子内視鏡１００への駆動電力の供給を高い伝送
効率かつ少ない消費電力で行うことができる。また、電子内視鏡１００がＬＥＤ光源１１
１を発光させるためのバッテリを持たないため、電子内視鏡１００の構成を簡素化でき、
バッテリ切れによる電子内視鏡１００の作動不良が生じることもない。
【００３２】
　プロセッサ２００は、プロセッサ２００の駆動電力を供給するための商用電源２０６と
、この商用電源２０６から供給された駆動電力を安定化する安定化電源装置２０７と、こ
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の安定化電源装置２０７で安定化された駆動電力を増幅する電力送信増幅回路部２０８と
を備えている。またプロセッサ２００には、スイッチ類として、プロセッサ２００の電源
のオンオフ状態を切替える電源スイッチ２０９と、画像データの輝度やホワイトバランス
等を調整するコントロールスイッチ２１０とを備えている。
【００３３】
　プロセッサ２００は、近距離無線受信部２０３、近距離非接触電力送信部２０５、安定
化電源装置２０７、電力送信増幅回路部２０８、電源スイッチ２０９及びコントロールス
イッチ２１０に接続され、プロセッサ２００の動作全般を制御するシステムコントローラ
（近距離無線通信制御部、近距離非接触電力伝送制御部）２１１を備えている。システム
コントローラ２１１は、商用電源２０６から供給され安定化電源装置２０７で安定化され
た駆動電力を、電力送信増幅回路部２０８によって増幅させて電子内視鏡１００（近距離
非接触電力受信部１１０）への供給用の駆動電力に変換して、近距離非接触電力送信部２
０５に送る。
【００３４】
　上記したように電気絶縁性樹脂層１０７ｃと電気絶縁性樹脂層２０２が面接触している
ときの近距離非接触電力送信部２０５と近距離非接触電力受信部１１０との間の近距離非
接触電力伝送が極短距離であるため、プロセッサ２００（近距離非接触電力送信部２０５
）から電子内視鏡１００（近距離非接触電力受信部１１０）への駆動電力の供給を高い伝
送効率かつ少ない消費電力で行うことができる。近距離非接触電力送信部２０５が近距離
非接触電力受信部１１０に対して駆動電力を送信することによってＬＥＤ光源１１１が照
明光を発光すると、この照明光がミラー１１２によって反射されることにより電子内視鏡
１００内に設けた照明用ライトガイド１１３に供給され、照明レンズ１０４から外方に射
出される。
【００３５】
　図３に示すように、プロセッサ２００のコネクタ嵌込凹部２０１には、コネクタ嵌込凹
部２０１側に突出した突出位置（図３の位置）と、コネクタ嵌込凹部２０１側からプロセ
ッサ２００の内部空間側に退避した退避位置（図示略）との間で移動可能な２つのロック
爪２０１ａが設けられている。このロック爪２０１ａは、付勢手段（図示せず）によって
突出位置側に移動付勢されている。図３に破線で示すように、コネクタ部１０６をコネク
タ嵌込凹部２０１に嵌め込んでいくと、ロック爪２０１ａが防水部１０７の端面によって
押圧されて上記付勢手段の移動付勢力に抗して一時的に退避位置に移動し、防水部１０７
の電気絶縁性樹脂層１０７ｃと導電性金属層１０７ｂがロック爪２０１ａを乗り越えたと
きに上記付勢手段の付勢力によって突出位置に復帰する。すると、ロック爪２０１ａが導
電性金属層１０７ｂのユニバーサルチューブ１０５側の面と係合するので、コネクタ部１
０６がコネクタ嵌込凹部２０１から抜け止められる。この抜け止め状態では、コネクタ部
１０６の電気絶縁性樹脂層１０７ｃとコネクタ嵌込凹部２０１の電気絶縁性樹脂層２０２
とが面接触している。このように防水部１０７とロック爪２０１ａは、コネクタ嵌込凹部
（コネクタ支持部）２０１によるコネクタ部１０６の支持状態を保持するロック状態と保
持を解除するアンロック状態とに切り替わるロック機構を構成している。ロック機構の状
態（ロック状態、アンロック状態）はロック状態検出手段（図示せず）によって常時検出
され、プロセッサ２００のシステムコントローラ２１１に入力される。例えばロック状態
検出手段は、電気絶縁性樹脂層１０７ｃと電気絶縁性樹脂層２０２との面接触を検出する
面接触センサーによって構成することができる。
【００３６】
　システムコントローラ２１１は、ロック機構の状態（ロック状態、アンロック状態）に
応じて、近距離無線送信部１０９と近距離無線受信部２０３の間の近距離無線通信、及び
近距離非接触電力送信部２０５と近距離非接触電力受信部１１０の間の近距離非接触電力
伝送を制御する。図４はその制御内容を示すフローチャートである。
【００３７】
　システムコントローラ２１１は、電源スイッチ２０９によってプロセッサ２００の電源
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がオン状態になると（ステップＳ１）、近距離無線通信と近距離非接触電力伝送の待機状
態となる（ステップＳ２）。システムコントローラ２１１はこの待機状態において、ロッ
ク機構がロック状態にあるときにのみ、近距離無線受信部２０３と近距離非接触電力送信
部２０５への駆動電力の供給を開始し、近距離無線送信部１０９と近距離無線受信部２０
３の間の近距離無線通信、及び近距離非接触電力送信部２０５と近距離非接触電力受信部
１１０の間の近距離非接触電力伝送を可能とする（ステップＳ３：ＹＥＳ、ステップＳ４
）。一方、システムコントローラ２１１は、ロック機構がアンロック状態にあるときは、
近距離無線受信部２０３と近距離非接触電力送信部２０５への駆動電力の供給を停止する
ことで、近距離無線送信部１０９と近距離無線受信部２０３の間の近距離無線通信、及び
近距離非接触電力送信部２０５と近距離非接触電力受信部１１０の間の近距離非接触電力
伝送を不能にする（ステップＳ３：ＮＯ）。これにより、電子内視鏡１００とプロセッサ
２００の非接続状態における近距離非接触電力送信部２０５での駆動電力の垂れ流しを防
止することができる。
【００３８】
（第２実施形態）
　図５ないし図８を参照して、本発明の第２実施形態に係る電子内視鏡システムについて
説明する。上述した本発明の第１実施形態に係る電子内視鏡システムと同一の構成要素に
は同一の符号を付してその説明を省略する。
【００３９】
　図５に示すように、本実施形態の電子内視鏡１００は、近距離非接触電力受信部１１０
、ＬＥＤ光源１１１、及びミラー１１２が存在せず、照明用ライトガイド１１３の一端が
照明レンズ１０４に接続し他端がコネクタ部１０６の防水部１０７の外側に突出している
。図６、図７に示すように、コネクタ部１０６には、照明用ライトガイド１１３の他端の
周面を被覆するライトガイドスリーブ１１４が一体的に突設されている。ライトガイドス
リーブ１１４の先端開口（導電性金属層１０７ｂと反対側の開口）は図示しないカバーガ
ラス等によって塞がれているので、照明用ライトガイド１１３の防水性は保証されている
。このため、洗浄時にはコネクタ部１０６に専用の防水キャップを被せることなく、電子
内視鏡１００を丸洗いすることができる。また電子内視鏡１００がＬＥＤ光源及びこれを
発光させるためのバッテリを持たないため、電子内視鏡１００の構成を簡素化でき、バッ
テリ切れによる電子内視鏡１００の作動不良が生じることもない。
【００４０】
　本実施形態のプロセッサ２００は、図６、図７に示すように、コネクタ嵌込凹部２０１
の電気絶縁性樹脂層２０２の底面に、コネクタ嵌込凹部２０１とプロセッサ２００の内部
空間とを連通する差込接続部２０２ｂが形成されており、この差込接続部２０２ｂには電
子内視鏡１００のライトガイドスリーブ１１４を差し込むことが可能である。
【００４１】
　図５に示すように、プロセッサ２００は、例えばキセノンランプからなる主光源ランプ
（光源部）２１２と、この主光源ランプ２１２に点灯用電力を供給する主光源電源２１３
とを備えている。
【００４２】
　プロセッサ２００は、例えば白色ＬＥＤからなる補助光源ランプ（光源部）２１４を固
定した回転基板２１５と、この回転基板２１５を回転駆動する駆動回路２１６と、補助光
源ランプ２１４の点灯を制御する補助光制御回路２１７とを備えている。回転基板２１５
は、駆動回路２１６によって、図５に実線で示す補助光非使用位置と、図５に破線で示す
補助光使用位置との間で回転可能である。補助光源ランプ２１４は、常時（主光源ランプ
２１２の点灯時）は補助光非使用位置において消灯している。主光源ランプ２１２が故障
により消灯した際には、補助光制御回路２１７が補助光源ランプ２１４を点灯させ、駆動
回路２１６が回転基板２１５を補助光使用位置まで回転させる。
【００４３】
　またプロセッサ２００は、主光源ランプ２１２または補助光源ランプ２１４が発した照
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明光を集光する光学ブロック２１８を備えている。これにより、電子内視鏡１００のライ
トガイドスリーブ１１４をプロセッサ２００の差込接続部２０２ｂに差し込んだときに、
主光源ランプ２１２または補助光源ランプ２１４が発した照明光が光学ブロック２１８で
集光されて上記カバーガラス等を介して照明用ライトガイド１１３の端面に供給される。
【００４４】
　システムコントローラ２１１は、第１実施形態と同様のロック機構の状態（ロック状態
、アンロック状態）に応じて、近距離無線送信部１０９と近距離無線受信部２０３の間の
近距離無線通信を制御する。図８はその制御内容を示すフローチャートである。
【００４５】
　システムコントローラ２１１は、電源スイッチ２０９によってプロセッサ２００の電源
がオン状態になると（ステップＳ１）、近距離無線通信の待機状態となる（ステップＳ２
）。システムコントローラ２１１はこの待機状態において、ロック機構がロック状態にあ
るときにのみ、近距離無線受信部２０３へ駆動電力を供給し、近距離無線送信部１０９と
近距離無線受信部２０３の間の近距離無線通信を可能とする（ステップＳ３：ＹＥＳ、ス
テップＳ４）。一方、システムコントローラ２１１は、ロック機構がアンロック状態にあ
るときは、近距離無線受信部２０３への駆動電力の供給を停止することで、近距離無線送
信部１０９と近距離無線受信部２０３の間の近距離無線通信を不能にする（ステップＳ３
：ＮＯ）。
【００４６】
　この第２実施形態に係る電子内視鏡システムにおいては、例えば、プロセッサ２００か
ら補助光源ランプ２１４を省略する代わりに、電子内視鏡１００に補助光源としてのＬＥ
Ｄ光源を設けるといった変形例も可能である。
【符号の説明】
【００４７】
１００　電子内視鏡
１０１　把持操作部
１０２　挿入部
１０２ａ　先端硬性部
１０２ｂ　湾曲部
１０３　対物レンズ
１０３ａ　撮像素子（撮像部）
１０４　照明レンズ
１０５　ユニバーサルチューブ（可撓管）
１０６　コネクタ部
１０７　防水部（防水カバー、ロック機構）
１０７ａ　本体部
１０７ｂ　導電性金属層
１０７ｃ　電気絶縁性樹脂層（平面部）
１０８　信号ケーブル
１０９　近距離無線送信部（出力部）
１１０　近距離非接触電力受信部
１１１　ＬＥＤ光源
１１２　ミラー
１１３　照明用ライトガイド
１１４　ライトガイドスリーブ
２００　プロセッサ
２０１　嵌込凹部（コネクタ支持部）
２０１ａ　ロック爪（ロック機構）
２０２ｂ　差込接続部
２０２　電気絶縁性樹脂層（平面接触部）
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２０３　近距離無線受信部（入力部）
２０４　画像処理部
２０４ａ　Ａ／Ｄ変換部
２０４ｂ　信号処理部
２０４ｃ　Ｄ／Ａ変換部
２０５　近距離非接触電力送信部
２０６　商用電源
２０７　安定化電源装置
２０８　電力送信増幅回路部
２０９　電源スイッチ
２１０　コントロールスイッチ
２１１　システムコントローラ（近距離無線通信制御部、近距離非接触電力伝送制御部）
２１２　主光源ランプ（光源部）
２１３　主光源電源
２１４　補助光源ランプ（光源部）
２１５　回転基板
２１６　駆動回路
２１７　補助光制御回路

【図１】 【図２】
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